
日時： 平成２５年６月２日（日）

　　　　 午後４時００分　～

場所： レストラン　紫陽花

進行：

Ⅰ．開会 1  武陽会　理事長挨拶 ・・・・・ 理事長　和田憲昌(44)

2  学校長挨拶 ・・・・・ 学校長　石井　稔(60)

3  議長指名

4  議事録作成人指名・議事録署名人指名

Ⅱ．審議事項 第1号議案 武陽会　平成２４年度　事業報告

・・・・・ 担当委員長　柳川瀬伸二(62)

・・・・・ 副理事長　小林正美(64)

・・・・・ 副理事長　小林正美(64)

・・・・・ 副理事長　長田圭市（66）

・・・・・ 副理事長　長田圭市（66）

・・・・・ 副理事長　榎本浩二(62)

第2号議案 武陽会　平成２４年度　会計収支報告 ・・・・・ 会計理事　塩飽直子(71)

第3号議案 監査報告 ・・・・・ 監事　村田賢泰(68)

第4号議案 武陽会　平成２５年度　事業計画（案）

・・・・・ 担当委員長　柳川瀬伸二(62)

・・・・・ 副理事長　長田圭市（66）

・・・・・ 企画委員長　今井方丈(60)

・・・・・ 副理事長　小林正美(64)

・・・・・ 副理事長　長田圭市（66）

第5号議案 武陽会　平成２５年度　会計収支予算（案） ・・・・・ 会計理事　塩飽直子(71)

Ⅲ．報告事項 1  武陽会事務局組織 ・・・・・ 副理事長　榎本浩二(62)

2  平成２５年度　校内武陽会　担当一覧表 ・・・・・ 校内武陽会局長　樋口潤（63）

Ⅳ．要望依頼事項

Ⅴ．閉会 以上

・財政改善委員会

会費納入者の減少、平成２４年度会費納入状況

トレーニング機器修繕計画

絵画作品寄託、｢記念室｣展示変更、複製画作成について

・武陽通信編集委員会

武陽会ホームページの活用、ｆａｃｅｂｏｏｋの活用

・財政改善委員会

｢平成25年武陽会名簿」の発刊

・設備支援委員会

トレーニング機器修繕計画、学校設備支援会計

武陽通信(89号)の発刊について

・広報・組織活性化委員会

平成２５年度　　武陽会　総会　次第

副理事長　高木正皓（53）

・設備支援委員会

・財産保全委員会

武陽会費納入者数の引き上げ

総合クラブ武陽会、｢沖縄の島守を憶う夕べ｣の開催、島田叡先輩遺骨捜索

城岳同窓会、武陽サポーター

「武陽会事業活動準備金」創設

・名簿管理委員会

・広報・組織活性化委員会

・城岳同窓会・武陽会友好提携の件

武陽会ホームページの活用、ｆａｃｅｂｏｏｋの活用、総合クラブ武陽会

・｢武陽人100年の集い｣事業計画（案）



（平成 24年度 事業報告）設備支援委員会 

 

 □ トレーニング機器修繕計画 

 トレーニング室は常時開放されており、運動部の生徒だけではなく、部活を引退した生徒や一

般の生徒も筋肉トレーニングをするために利用しており有効に活用されております。 

学校側にトレーニング室の専任教諭をつけていただき、定期的に機器のチェックを行い、不具

合を発見した時点で点検を依頼して補修を行なうか、使用停止にするかの判断をメーカーに仰

ぐことにしております。 

 平成 25 年 3 月 5 日に機器納入業者であり、100 周年時の修繕をしていただいた「ナガタ運

動用品店」（田中境一・７４陽会）を通じて専門業者である「株式会社 小川長春館」により機器

の保守点検を行ないました。 

保守点検費用は 1 年間で 12 万 6 千円（税込み）となっています。 

修繕及び部品交換については別途費用が必要です。（修繕予定平成 25 年 6 月） 

 

 

 

以上
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平成 24 年事業報告 
 
□広報委員会 
●武陽会ホームページの活用 
以前よりリアルタイムに更新できる体制を整え、更新回数もアップしています。 
ページの閲覧数も徐々に増えています。 
 
●facebook の活用 
武陽会の公式 facebook ページ（広報掲示板のようなもの）を立ちあげ、5 月 15 日現在、261
名の方に情報発信できるようになっています。（日々、徐々に増加しています） 
また、これとは別に、武陽会のグループ（井戸端会議上のようなもの）も立ち上がってお

り、こちらも 478 名が登録されています。 
主に 60 陽会代～80 陽会代への広報ツールとしては、一定の効果があると思われます。 
 
 
□組織活性化委員会 
●総合クラブ武陽会 
武陽会より委託した「部活動後援会費」の運営について、先生方のご意見も頂きながら支

援の方法を提案し、公正に分配することで、より有意義に使っていただいています。 
 
●「沖縄の島守の憶う夕べ」の開催 
勝順一実行委員長の元、平成 24 年 7 月 8 日神戸朝日ホールにて、500 名を超える満員の来

場者の中、成功裏に行われました。みなさまのご協力の賜物と感謝しております。 
この際、嘉数元沖縄副知事を始め沖縄から来場されたみなさまとの交流があり、後述の「島

田叡先輩遺骨捜索」「城岳同窓会との交流」へ繋がりました。 
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●島田叡先輩 遺骨捜索 
「沖縄の島守を憶う夕べ」へ来場された、沖縄のみなさんとの交流がきっかけで、「島守の

会」が中心となり、島田叡元沖縄県知事の遺骨捜索が行われることになりました。武陽会

へも捜索隊への参加の強い要請があり、平成 25 年 3 月 21 日から 23 日にかけて、和田理事

長はじめ 6 名が参加しました。 
沖縄でも注目されており、テレビ局、新聞社の同行取材もありました。 
 
●城岳同窓会との交流 
沖縄訪問の際、沖縄二中、及び那覇高校の同窓会組織である「城岳同窓会」との交流があ

り、和田理事長と城岳同窓会源河会長との間で、同窓会同志の交流を続けることが話し

合われました。 
 
●その他、各種武陽会については、「武陽人 100 年の集い」への取り組みを通じて、兵庫県

庁武陽会、神戸市役所武陽会との連携が強まっています。 
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事業活動報告 
 

武陽サポーター 

 
武陽会は、母校、兵庫高校の生徒の皆さんへの支援、同級生の親睦は言うまでもなく、

世代を超えた同窓の絆を深めることを目的として活動をしています。母校の施設、設備

充実に向けての支援、土曜自習教室などを通しての学習支援、部活動へ備品や遠征費の

補助などの母校生徒の皆さんに対する支援活動、そして、武陽通信の発刊をはじめとす

る同窓の絆を深める活動等を、積極的に推し進めています。 
 この趣旨のもと、武陽会会員の繋がりをよりふかくし、会費等納入の声かけと、活動

の情報共有の為に、「武陽サポーター」活動を始めました。平成 25 年１月より今日ま

での間に「１１２人」の登録を頂きました。おもに「電子メール」にて兵庫高校現役生

の活動情報や武陽会活動の現状の御案内等を「武陽サポーター メール」として発信し

てまいりました。経費を掛けずより多くの方に「武陽会活動」をお知らせすることを通

して、より多くの方々の御支援御協力を頂ける事と思っております。 
 このボランティア制度の活用と発展のために、多くの同窓皆様の武陽サポーターへの

御登録をお願いいたします。 
 
 
武陽サポーター 陽会別登録者数一覧 
 
陽会  人数       陽会  人数   陽会  人数 
35    4    61    1    78    1 
37    1    62    4    81    1 
44    1    63    5    83    2 
47    2    64    5     89    2 
49    2    65    1    90    3 
51    1    66    10     
52    1    67    1     
54    26    69    1     
55    7    70    1 
56    1    72    2 
59    2    75    11 
60    12    77    1      合計  112 名 
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平成２４年度事業報告 
 

財政改善委員会 
会費納入者数の減少。 

昨年に比べ会費納入者数が減少した。（３４７名 会費納入状況及び納入者推移表参

照）特に３０陽会、４０陽会代の先輩方の減少が著しく見えるのは、３０～４０陽

会代の先輩方に大きく依存した財務体質の現れであり、より一層、若手陽会を中心

に会費納入推進活動を行う必要がある。一方、コンビニ納入の金額増加等で一人当

たりの納入金額（財政支援寄付金）が増えたことにより納入金額の合計で２１６，

０００円の減少にとどまったが、目標額を達成することができなかった。 
なお、５０陽会代以降で比較的納入者数の多い陽会は、常日頃より武陽会活動のお

手伝いをしてくれている陽会です。 
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「武陽会事業活動準備金」創設 
 
1. 創設趣旨： 
   「武陽会会則 第 1 章 総則 第 2 条 本会会員は、相互の親睦と向上を図りつ

つ母校を支援することを目的とする。」に基づき、 
   この会則実現のため、本会計の収入不足が生じた場合に備え、武陽会事業活動準

備金（以下、準備金という）を創設する。 
 
2. 準備金の収入原資： 

 武陽人とそのゆかりの方々からの「特別寄付等」を以て準備金の原資とする。 
本会計の会費等の収入から得られる剰余金取り崩しによる繰入は行わない。 

 
3. 準備金の拠出責任者並びに管理責任者： 

武陽会本会計は、予算管理会計のもと理事会並びに総会の承認を以て運営されて

いるが、この準備金は緊急性と柔軟性を維持するため、準備金拠出（取り崩し）

についての判断は、理事長の承認・決済をもって理事長自らが実行出来るものと

する。 
但し、この準備金の管理責任者は武陽会・会計理事とし、その運用結果報告は  

定例の理事会と総会において報告することとする。 
 

平成 25 年 3 月 16 日 
 
            武陽会理事長  和田憲昌 

   副理事長    小林貞五 
   副理事長    高木正皓 
   副理事長    勝 順一 
   副理事長    榎本浩二 
   副理事長    小林正美 
   副理事長    長田圭市 
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｢平成２５年武陽会名簿｣の発刊 
 
皆様の御協力により平成２５年３月に発刊する事ができました。 
 
会員数   約３３６００人（９９陽会まで） 
住所判明者 約２３０００人 
購入者数  約１５００冊 
 
武陽会のホームページでは、１冊５０００円で名簿購入の申し込み受付を行っています

のでご利用ください。 
 
 
 
平成２５年武陽会名簿に対するお問い合わせについて 
 

発刊以来、各陽会の総人数が以前の名簿と比較し減少しているのはなぜかというお問

い合わせを数件いただいています。 
今回より、名前を含めて名簿掲載を希望しないという方に対応する方針に切り替えま

した。各陽会の総人数は名簿掲載者を示しているため実際の卒業者数と異なる人数とな

ってしまいました。 
尚、平成３０年武陽会名簿からは各陽会の総人数を掲載させていただきます。 
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（平成 25年度 事業計画）設備支援委員会 

 

 □トレーニング機器修繕計画  

保守点検費用は 1 年間で 126,000 円（消費税込み）となっていますが、修繕や部品

交換については別途費用が必要ですので、その費用についても予算として計上させて

いただき、定期的に保守点検を行いたいと思います。 

 修繕の予算は 215,145 円（消費税込み）です。 

保守点検費用については、部活動後援会費より計上します。 

 トレーニング機器は平成 2 年 3 月に寄贈いただきましたが、20 年以上の使用に耐え

てはいますが少しずつ傷みも見えてきており、交換部品も不足しがちな状態になって

きております。 

 これだけの機器がそろっている学校も数少ないようで、生徒たちも有効に活用して

いるようです。 

 110 周年に向けてトレーニング機器の新たな導入も検討していきたいと思っており

ます。 

 

□学校設備支援会計 

  学校設備支援会計として現在約８００万円の繰越金があります。 

 県費による新たな設備の導入が困難であるが学校側として必要であるものに武陽会

として協力していくというのが本会計の主旨となっています。 

 現在学校側より以下の要望項目が挙がっています。 

 ａ．講堂への空調設備の設置 

 ｂ．兵庫県立美術館に寄託した絵画の複製画の作成 

 ｃ．トレーニング機器の更新 

 又、学校側からの要望ではありませんが 

 ｄ．屋上太陽パネルの設置 

 以上の４項目については費用、設置、作成許可等まだまだ実施に向けては調査の段

階です。費用が大きい場合には、110 周年記念事業とする案も含め検討を進めていき

ます。 

  

 

 

 

以上
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平成 25 年事業計画（案） 
 
□広報委員会 
●武陽会ホームページの活用 
昨年度に引き続き、リアルタイムに情報発信をします。 
●facebook の活用 
武陽会の公式 facebook ページ、武陽会グループ共に、今後の広がりが予想されます。 
積極的に、現役生や武陽人の情報を提供し、継続的に盛り上げて行きます。 
 
 
□組織活性化委員会 
●総合クラブ武陽会 
引き続き、OB 会同志のつながりを深め、OB 会を持たないクラブを含め、現役生をサポー

トします。「部活動後援会費」の運営については、昨年同様の支援に加え、新たに「特別支

援金」の枠を設け、特に学校からの要望の強い案件に支出を検討します。 
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「武陽人 100 年の集い」事業計画（案） 

 

コンセプト／「Ｈｏｍｅｃｏｍｉｎｇ Ｄａｙ（ホームカミングデー）」 

      武陽人誕生の地であり、育った家でもある母校を舞台に、 

      武陽人が 100 年の歴史（とき）を超えて集い、その未来を語り、祝う。 

 

主  催／武陽会 

協  力／兵庫県立兵庫高等学校 

開催日時／平成 25 年 6月 15 日(土) 10:00～15:00 

開催場所／兵庫県立兵庫高等学校 

内  容／●記念式典 10:00～10:50（次第別紙） 

●記念講演 11:00～12:00 

 『至誠の人 － 戦前 後の沖縄県知事 島田 叡』 

            （講師：山口繁氏 38 陽会／第 14 代 高裁判所長官） 

     ●交流会  12:00～15:00 

1.ゆ～かりミニコンサート（喫茶スペース併設） 

2.校内ツアー 

3.復刻メニュー食堂 

4.現役生の出し物（書道部パフォーマンス、石巻焼きそば、茶華道部茶席） 

5.島田叡元沖縄県知事ブース 

6.FM わぃわぃ（公開収録他）・・・49陽会 

7.ドクトルブルマン青春記・・・55 陽会 

8.OB バンドのライブ・・・60 陽会、62陽会 

9.似顔絵コーナー・・・51 陽会 

10.わらび餅パフェ・・・75 陽会 

11.日本そば・・・49陽会、100 陽会 

12.各団体の総会、集会等 

13.その他 

 

御協力のお願い 

各陽会理事及び会員の皆様におかれましては、メーリングリスト等の陽会

連絡網により本事業へのご参加の呼びかけをお願いいたします。 

尚、武陽会のホームページより｢武陽人 100 年の集い｣のチラシを PDF にて

ダウンロードする事が可能ですのでご利用ください。（チラシ画面上で右

クリックし保存してください） 
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武 陽 人 一 〇 〇 年 の 集 い 

  

● 記 念 式 典 ／ 十 時 ～ 十 時 五 十 分  

   武 陽 人 一 〇 〇 年 の あ ゆ み 

   開 式 の こ と ば      武 陽 会 副 理 事 長  高 木 正 皓 

   黙 祷 

   武 陽 会 理 事 長 式 辞    武 陽 会 理 事 長   和 田 憲 昌 

   学 校 長 挨 拶       学 校 長      石 井 稔 

   来 賓 祝 辞        兵 庫 県 知 事    井 戸 敏 三 様   

        兵 庫 県 立 神 戸 高 等 学 校 同 窓 会 

  会 長 田 邉 信 好 様   

   感 謝 状 ・ 記 念 品 贈 呈   武 陽 会 名 誉 理 事 長 瀧 川 博 司 様 

               第 二 十 五 代 学 校 長 坂 田 正 人 様 

               第 二 十 六 代 学 校 長 江 本 博 明 様 

               第 二 十 七 代 学 校 長 山 内 茂 弘 様 

   城 岳 同 窓 会 ・ 武 陽 会 友 好 同 窓 会 交 流 協 定 書 交 換 

   校 歌 斉 唱 （ 三 校 歌 ） 

   閉 会 の こ と ば      武 陽 会 副 理 事 長  勝 順 一 
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平成２５年度事業計画案 
 

財政改善委員会 
武陽会費納入者数の引き上げ 

昨年度、一昨年度の結果、武陽会費納入者の割合は、武陽通信送付者（現在、約２

３，０００名）に対し約７％～１０％でした。各陽会の会費納入者数の平均化と財

政の健全化に向け、この割合を１２～１５％に引き上げるよう努力していきます。 
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武陽会事務局組織

担当副理事長

ホームページ更新 伊野達徳(89)

・武陽会事務局は月・木の１０：００～１５：００のみ事務員が応対可能です。
　それ以外の時間帯についてはＦＡＸ、メール、ＨＰでの対応となります。
・ＨＰからは以下の対応が可能です。

・メールによる各種お問い合わせ
・住所変更
・会費の納入
・武陽サポータの登録
・名簿の購入
・同窓会の案内の掲載
・同窓会用宛名印刷

・その他以下の情報を掲載しています。
・会員の皆様からのお便り
・武陽会からのお知らせ
・現役情報

〒６５３－０８０４
神戸市長田区寺池町１－４－４
兵庫県立兵庫高校内
ＴＥＬ ０７８－６９１－５５９５
ＦＡＸ ０７８－６９１－５５９５
Ｅ－ｍａｉｌ office@buyokai.org
ホームページ http://www.buyokai.org/

事務局長（新任）

榎本浩二(62)

玉田圭司(75)

首藤事務員（月・木）
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平成２５年度 校内武陽会 担当一覧表 

 

石井 稔  （６０） 学校長 

  

藤尾 末雄（５１）  庶務、ゆ～かり館 

 

樋口 潤 （６３） 局長、土曜活用委員会、庶務 

 

井上 千枝（６５）  武陽通信副編集長、ゆ～かり館 

 

竹下 秀則（６５）  副局長、部活動支援、会計 

 

塩川 幸俊（６６） 土曜活用委員会、ゆ～かり館 

 

藤友 正昭（６７）  武陽通信編集長 

 

山本 俊春（６７）  武陽通信、ゆ～かり館 

 

大前 吉史（６９）  土曜活用委員会、ゆ～かり館 

 

谷口 昌弘（７１） 渉外・島田賞、ゆ～かり賞担当 

 

大澤 哲 （７４） 渉外、ゆ～かり館 

 

窪田 勉 （８６）  副会計、ゆ～かり館 
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